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良寛の遺詠とその作曲〔II〕
黒 坂 　 富 治
Ryokan's Short-Poems and their Musical Composition(II)
by 
Tomiji Kurosaka
「相聞贈答6首」
　加賀の千代女，京都の蓮月尼とともに，幕末の三大女流歌人と謳われた越後の貞心尼，彼女が
　　　　　　　　　　　　　はちす遺した三大歌集「もしほ草」「蓮の露」「焼野の一草」のうち，「蓮の露」は良寛の生涯と芸術
を顕現する，極めて重要な資料本である。彼女はこの自筆本を，常に肌身離さず所持し続けたた
め，柏崎の大火にも焼失をまぬがれ，いま柏崎図書館に保存されていることは，まさに天祐とい
うべきであろう。
　貞心尼は寛正10年長岡に生まれ，17歳にして北魚沼郡の関長温医師のもとへ嫁いだが，夫の病
残のため生家に戻ったとされている。彼女は幼少の頃より読書を好み，殊に古今集を愛読したと
言われている。文政三年23歳にして尼僧生活に入り，姉尼僧から「貞心尼」の名をもらった。文
政9年29歳の春，長岡の郊外福島村の「閻魔堂」に移り，この年の秋の頃，三島郡和島村島崎の
木村家邸内にあった良寛の庵を訪ね初対面したとされているが，木村家の「維宝堂案内」書には
貞心尼は島崎の庵へ来訪した以前に，すでに歌会などで良寛に対面していたとある。それはとも
かくとして，「蓮の露」には　　　はじめてあひ見まつりて　　貞
きみにかくあひ見ることのうれしさに　まださめやらぬゆめかとそおもふ
御かへし 師
ゆめの世にかつまどろみてゆめをまた　かたるもゆめもそれがまにまに
とあり，この贈答をはじまりにして，数多い秀歌が書き列ねられている。
　私が作曲の対象にした6首は，良寛のうた約30首の中から選んだ。その配列は原本の順序によ
らなかった。歌意とその背景の季，即ち春夏秋との組合わせ，詞曲一体的な旋律表現，芸術構成
の序破急的構i想によったからである。
　　　あつさゆみ春になりなぽ草の庵を　　　とく○○○ま○あひたきものを
このうたの第4句「とく○○○ま○」の部分は，良寛研究諸家の説を採り，「訪ひてまし」とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　く　で　て　き　ま　せて原旋律を作ったのだが，貞心尼の自筆本「蓮の露」には，「東久転々来末世」とあるので，敢
えて「出て来ませ」にして，これを定曲とした。因みに6首の写真コピイ（59P）は加藤僖一著
「良寛と貞心尼」よりの抜抄である。
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相聞贈答　六首（良寛）
ゆっくりと、情感をこめて　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒坂　富治　作曲
鍛，　　　　　　馬　，
＼、　　9
：
ρ’ U＼～・
、、　　　　，@o ノへv㌔一＿な声 L ’昌o
一
τγ営
8　φ
　、u。．　1 ゆδ
C
．勘y ∠＝@「　　’ 　，－oごぐげ・軸も一…
o　　　　　　　L ，　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　P
し
二、　　　　　　　　　　　　　　　　’@　翫
φ　　　1 じ　一
@一● 、
■ 、 、
　σ　　　　　　　　　　　　θ
黶@　あ　　　め　　　が　　　し　　　た　　一
~うきぐ一も一
O　　き　　み　　や　　わ　　す　　一、脚　　　　　　　　冒
　ρ
ﾉ　　み　　　っ　　　　る　　た　　　ま　よ　り　こ
ﾌ　　み　　　に　　　し　　あ　　　り　せ　ば　ほ
驕@　み　　　ち　　　や　　　か　　　く　る　る　　こ
@　　　〔　　　　　　　　　　　、
σ　　　「
伊θ叫 9　　∂　　oj 峯om
o　’、　　　　　ρj θ　ゆレ　メ ノ 4　　　　　　》一ノ亀 、
、 、 、
●
い
一 ∂b 、 噺　　‘◎，
’しρ
σきいお
　め一せ　じろ」b
、
　のくど
、
ザ［な一鼠、
は
し
ま
る
ば
て
が
と
の
ね
と
こ
よ一
ぎ
ろ一
り
す
は
、
ワ幼書し！’一F：：：：＝＝　：，一Pt・、Vt）
＋腰髄 嬬t壌
＿／
．）協㊥一
）t
、
、
●L、）
騒
へ’ @　7
　　良寛の遺詠とその作曲（1）
＿ごニー・一一一一一一一・ Trメー＿＝。＝＝　＝二 メメ、
53
θおまの
がにれ
　［こづ
みつと
し
N
、 t
と　づ一れ　あ　つ
た一んあき
な一きいつ
　　・つ
はさまみのとゆぎつさはい
（へ
一一『
なとひにをし
一一に
るくち
（（
　　3　ゆ⑦θ9　 レケ● 、
、
躯 lo・r『eρ　　ノ
、
，メメ
、
9、　 凸ρ、　　　　じ o　’一． @　　　　　　　　　一一　　吋　　　　，ごニニ麺・「1略一一轡，　　　　　　　　．
、
し
，　’　　　（　　　　　（
り　な　ば　　く　　さ　　の　いお　　を　　　　と　　く　　で　て　　き
ｨ　　み　と　　な　　つ　　く　さ一　　の　　　　　つ　　ゆ　　　を　　わ　　け）と　　一　は　　　き　　た　　り　　け一　　り　　　　　い　　　ま　　　は　　あ　　い
ナ＼2ま　一わ　一み　一
8、 、
◎
8 しo
）
o　　　　θ@4 レ　ー一 rrL’， 　！つ一ひ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8D　　　　　｝ツ⊃A　　　　　oP　ρ、 r’　　4 ‘　　・・㌧＿’一A 蹟ナ
P 」
働， ．L 、
し ㌔
、 、
O　　　・　●し 9㌧ 歌
巳　　　　　　　　　5
一一・H正　　　　一lr「皿・
．　9
、 ψ
、　　　　　　　　　　　　　夢
　　oヤ　　い一たき
・・一 ?k」1：瞥
　　　　も　の一　を
｢一しきみ　は（わ）　も
ﾉ一かおも　は（わ）　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／♂’
@　　　　　　　　　　　　　1「皿・ 、 ＿石戟u・
・一@　　　，
、
● 、
ρ F
ノ
，一
／、》）
゜r・’f－・…誇
， o
●
’
昭和53年9月　作曲
黒坂富治
相聞贈答六首　良寛
あめ　　　　で
　くき　きり
54
しっとりと
　良寛の遺詠とその作曲（］1）
慈父母追懐　六首（良寛）
／愈〉黒坂富治作曲
55
治富坂黒56
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一S⊥　　　　＿＿…！二　　　　　　　　　　　　　．　　　一　　　　　　　∩
ミ
眉
o
翁
．＿@　　　　　　　　　　　　　　①　あ　　　　と　　　も　　な　み@　　　　　　　　②　な　　　か　　　に　　き　み
．r’一
一「 ρ　　　4國圃9
夙みノ ：フプ、　．メ 、～＿
、’ 堰@　　、 、
、
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
@も
ノー@　　一一＝一一　　　骨）　　　　イ：＝’　　　汐δcOハσf　．冷
監一@　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓
9、き
．　　、 9
，
●
こ　　　　　と　　　を　　お　も　　い　　　　て
､　　　　れ　　　し　か　ら　　ま　　　　し
「喝■駒夢　　　　「 Ol
調
㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
＼じ一　　一ニノー
@　　　冗1つ　醒F　，’一’「 L三〉 　の　　　i　　　　、j　　　　　　　　　　　㌧?пE・聾一’
‘
、 し ，　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　oA ρ・@　レ／ じノ
良寛の遺詠とその作曲（∬） 57
ほのぼのと　ていねいなうたい振りで
｝ン毛’
●
ρ ピ 、
、 、
　　　　　　　　　　番@　　　　＠　あ　　め　　も　み　つ一　　も　　　　　　　ひ・’，　　　　　　　⑮い　　に　一　し　へ（え）　に　　　　　　か 　　　・争ﾆ　　っに一み一
增@　　らぬ一も一　　　「
一
、 ／ 、
、 ゜、 、
。　　　こ　一：プ　　～／ ・　　σ　イト　・ ど、「7 ・谷
「， 　　一C、　　　　　　　卜＼ f一ノ
‘ バ 　一`ゆ 1 ノ9
・i与ゆ　　　1 ） レ〕’1
やトつ一
黒坂富治58
　　＿炉r曽一＿　｛@rr一一F@，一一’一’一黶e 　　　　‘＝[ メ拳」減 、
1　み　　の　へ石）　に　　　　　う　か　一び　い
№閨@㍉み一　と、　　　む　か　し砥　｝
ρ し
癖　　　’
う　　み　　　　の　　へ（え）　　に　　　　　　　　　う　　か　　　一　び　　　い
?@　　り　　　　そ　　み一　　　と　　　　　　　　　　む　　　か　　　い　に　　　　み
、
、
」
、
メ 一．．一一『←馬L
卜　， ・　‘＼
，
●
3一」　レ3ノ　　　〆’ レ レ，3ノ レ　　’
燈
良寛の遺詠とその作曲（11） 59
やわらかく、微細な表現で
Y晩・
・一一一一C＿　．　　γ・㌃）　　　　　＿＿ 7L@　　　’一．一■一一u噌「の　　　　．，　　　　　　　．8
，　　　　　甲一一一一
④　た　　ら　　ち一ね一　　の　　　　　は　　は　　が　かた　み　一　と㊥　お　　き　　っ一か一　　ぜ　　　　　い　　た　　　く　なふ　き　一　そ
一　一一　　」・　　　　°　・帽隔　9．
@　π」一噛　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　一、・＿　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　r
一
℃ ，一一 ！
‘
9
’
靴、望
野㌧ゴ㌧3
O‘ご¢一・6でて：＝
・L3司り一4り一」
f一一’一『一一＝＝＝≠VD．／
り4
夋ﾏ
協」し押・戸 　　　ρ　　　の　　　ρ撃R4l一一＝コ
@　　
「 o 、
9
　　　　　　　　へ～＿．＿＿＿9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一＿一一一一’、一　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　＿一．…・一一…・一一一一一・＿．＿．＿　　　．、～一一 　　　　　，一@　．．＿『一　－一一」’．一
占　　　　一
：　　　　、
♂ あく　　　　　　　　　　フ　ら　　　　は　　　一噂一『一～一　～・・一・一・一～＿＿．一＿．＿．＿　 　　oｳ 　一　 ゆ）う　　 　　に　　　　　　　　　さ　 　　　ども　　　の　　”　　一
@　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，，’〆
　　　　が　　は　ま　一增@一　　が　　　た　　ら　　ち　　一
～一．＿へ
■’
L
レ な3こ脅L）」も．’　∂ ・。σ ｷ②冨」33　　　－」層「， L3ゴLし3」L3」：＿．　　　一
、吐・rL 　1一一 …　’’”… ．、一一一
P
鳥
一
経一一＼　　　　　　　一．一一一一　　　　　門コー一＿　　　　 　｝プも＿＿．．．．＿！斜
〆° ‘」馳層
Aノ
「》
f
べ　　　　　　を　　　う　　　　ち　　　み　っ　　♂　　一　　か　　　　　　もね　　　　　　の　　　　お　　　　き　　　っ　　　　　　　　一
き　　ど　　　　　　こ　　　　　　ろ
，．－rP一一隔黶Cr一 　　一一需・｢融一一曽’－F 一噌一』『幽’一一 Q一．
，．・一虎『囲 @　，　．　亀　　　　　　　、 舳
’L膠 一
一
♂ ・ζつｪ L3，1」3コし＿㍗」アρ　’
L3．ゴ『　　　論
D一一　　?C祖。∠伽
　　・癌　　一ひ
ﾈ1U．一　一一一・…
・吾 ■）
60 黒　　坂　　富　　治
　　　　一｝　@　　一＿r－一　　一　一¥し 　 二二二：ニー　　　　　　σ圃 ．＿一@　　昭
1
④1た　　　ら　　　　ち一　ね一@　　き　　　　　っ一　か一?ｨ
●
　　　　か　　たｽ　　　　く　　な　　ふ
濯
〆　（二
勺日　ヌ＿、　3」　一・
E一　『－@　　P
●
，
壷
曝 一
　　　　　　　　　　「
ｩ
、 、 、
ノ 、 、
み　　＿　　と　　あ　　　さ
ｫ　　＿　　そ　　く　　　も あ建鷹　鶴 ど　　　が　　1さ　　　ま一]、宴≧範
■ 、
■
み　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ一　　ど　　が　　は　　ま一
ｫ　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ一　　が　　た　　ら　　ち一
・一 o＼
3．」L3》93司」狙
Dグ　皿ρ
L3ゴ」し）」りy9コ．野鼻野・3・ し迂L月二三と
履　レ
、
牽
昭和53年10月　作曲
良寛の遺詠とその作曲（1） 61
懸難．麟．灘雛嚢蕪繋　講難蒙，灘灘難
灘
耀、
難離難灘
購灘難
　く　　，難　ウ　　｝
灘欝叢
羅
羅膿羅灘灘懸　難難、　　購羅懇
洛p妻纏罐響、照
糠鰻灘鍵灘懸
蒙叢
轟
鑑繊
　　　灘．
懸難㎜騨難難灘翻
難欝欝難麗難醐灘灘驚灘　　　
購騒毒態臓雛灘灘灘
繍鍛灘羅講潔彌凝　灘．
「慈父母追懐6首」
　良寛は三島郡出雲崎，橘屋山本家の長男として宝暦8年12月に生まれた。母は佐渡相川町に住
む同族で，商人の山本庄兵衛の長女，17歳で出雲崎の山本新左衛門家の養女となった秀子。父は
与板町の新木家から山本家の婿養子となった通称次郎左衛門，のち名を伊織と改めたが，俳人で
　　　　　　　　　　いなんあったので，その号「以南」の名がよく通っている。良寛が生まれたのは母が23歳のときである。
もともと山本家は神職を兼ねた由緒ある家柄で，父母の素質を承け継いだ良寛（幼名は栄蔵）は，
11～2歳の頃より漢学を主とする学問を身につけた。彼が出家した動機や，修業についての詳細
は多くの文献資料に見えるところである。彼は母の死に目にも父の死に目にも，立ち会っていな
いことは注目されるべきであろう。即ち，母は良寛が備中玉島の円通寺で修業中，天明3年4月
29日，49歳で残している。その時良寛は26歳，玉島に赴いて5年目の春であった。良寛は母の承
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諾を得ずに，書き置きを残して故郷を立ち去った形跡があるが，生涯良寛の瞼には母の温容が焼
付けられていたと思われる。従って生母への慕情は良寛をして，切々の追懐歌を詠ましめたこと
は当然と思われる。また父は寛政7年の頃，京都に在って勤皇の志士たちと交わり，皇室の式微
を慨嘆悲憤し，自著「天真録」を抱いて，7月25日桂川に投身，齢60歳をもって相果てた。諸国
行脚中の良寛は悲報を耳にして京都に帰り，七七忌法要の後高野山に参詣して父の冥福を祈って
いる。
　　　　　　　たかぬ　　　紀の国の高野のおくの古寺に　杉のしずくを聞きあかしつつ
の一首はその折りの詠とされている。時に良寛38歳。良寛は父が遺した短冊
　　　　　　　夜の霜身のなる果やつたよりも
と，画仙紙半折の
　　　　　　　　　　　　　　　ね　む　　　　　　　朝霧に一段ひくし合歓の花
を，終生肌身離さず護持したという。その画仙紙半折の余白に
　　　みつくき（そ行）。あともな　だ，。かす（脱）けり　あり。むか。。．とをお　ひて
　　　美都久幾（起）乃安登裳難み多耳閑数（み）気利　安理之無可之能己東遠於も悲天
と添え書きをしている。また父の句の「朝霧」に因んでか
　　　　きり　　　朝霧の中に君ますものならぽ　はるるまにまにうれしからまし
の短歌を詠んでいる。私はこの2首を一つの旋律でうたうように作曲した。いずれにしても，私
はこれらの作曲を通じて，良寛は生みの父親母親に対し，存命中の不孝を心の奥底から詫びてい
る衷情に触れることが出来た。そのことは私たちすべての人間に相共通する，不孝，臓悔，追懐
の真情であると思われる。良寛が与板の松下庵に住んでいた，弟の由之老に宛てた手紙に，「こ
のごろ出雲崎に」　として
　　　たらちねのははがかたみとあさゆふに　佐度のしまべをうち見つるかも　（i）
　　　いにしへにかはらぬものはありそみと　むかひにみゆるさどのしまなり　（ロ）
　　　くさのいほにあしさしのべておやまだの　かはず（づ）のこゑをきかくしよしも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二日　　　良　寛
とあるように，㊨「たらちねの母が」の遺詠には，形に影が添う如く，必ずと言ってよいくらい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめに上記（ロ）「いにしへにかはらぬ」と，別の「天も水もひとつに見ゆる海の上に浮び出でたる佐渡
が島山」の2首が，前後して添えられている。母の生まれ故郷佐渡が島に，ひたむきな慕情を寄
せ，島の影を母の姿と見た心情は私にはよくわかる。而して上記（／）の第4句の「度」は「渡」で
あることは自明であり，「佐渡のしまべ」は別本に「佐渡が島べを」とあるし，現在訓みを採っ
て作曲は「佐渡が島べを」とした。（ロ）「いにしへに」の遺詠は，出雲崎橘屋山本家屋敷跡の，良
寛堂内の碑石に刻まれている。この第5句は「さどのしまなり」とあるが，別本に「佐渡が島な
り」とあるところから，前例ld）と同じく作曲はこれによった。　（昭和56年11月IT日・晩秋好日
稿）
「相聞贈答」　「慈父母追懐」　初演 昭和54年10月13日　於富山県教育文化会館
第28回富山県芸術祭主催行事　洋楽演奏会
